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報
伝
達
。
環
境
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
や
、
地
元
の
高
校
で
の
海
洋

生
態
系
に
関
す
る
授
業
を
通
じ
た
住
民

へ
の
環
境
教
育
。
漁
業
規
制
の
基
礎
デ

ー
タ
と
な
る
海
洋
生
態
系
調
査
。
生
活

用
水
な
ど
の
水
質
調
査
。
そ
し
て
漁
業

者
の
代
替
生
計
手
段
と
し
て
の
体
験
漁

業
や
土
産
物
を
売
る
婦
人
団
体
へ
の
支

援
な
ど
。
希
少
な
生
態
系
を
持
つ
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
に
は
、
保
全
を
目
的
と
し
た
多

く
の
援
助
機
関
が
集
ま
る
が
、
国
立
公

園
局
職
員
た
ち
は
、「
地
域
社
会
に
直

接
働
き
掛
け
る
活
動
の
支
援
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
だ
け
だ
」
と
語
る
。

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
は
昨
年
、
ユ
ネ
ス
コ

（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
に
よ
り

危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
。
そ

れ
以
降
、
エ
ク
ア
ド
ル
政
府
は
、
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
の
環
境
問
題
を
最
重
要
課
題
に

位
置
付
け
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し

い
規
制
に
よ
る
管
理
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
保
護
区
管
理
の
手
本
と
も
さ
れ
る

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
だ
が
、

増
え
続
け
る
住
民
の

問
題
を
参
加
型
管
理

で
ど
う
解
決
し
て
い

く
の
か
、
注
目
さ
れ

る
。

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
多
く
生
息
し
、
青

い
足
が
特
徴
の
ア
オ
ア
シ
カ
ツ

オ
ド
リ
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

諸
島
海
洋
環
境
保
全
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
ス
タ
ッ
フ
が
海
洋
生
態
系
調
査
の

合
間
、
住
民
へ
の
教
育
と
広
報
の
た
め

に
撮
影
し
て
い
る
。
世
界
自
然
遺
産
第

１
号
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
手
本
と
も

さ
れ
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
に
は
、
貴
重

な
生
態
系
が
存
在
す
る
。
し
か
し
観
光

業
な
ど
の
発
展
に
よ
り
、
人
口
が
急
増

し
、
移
入
種
や
ご
み
処
理
、
水
質
汚
染

な
ど
の
問
題
が
発
生
。
周
囲
の
広
大
な

海
洋
保
護
区
で
も
、
漁
業
な
ど
に
よ
る

生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
国
立
公
園
局
な
ど
の
行

政
機
関
や
国
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
こ
れ

ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
社
会

が
協
力
し
て
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
標
と
し
、
規
制
を
決
め
る
際
に
は
、

観
光
組
合
や
漁
協
の
代
表
者
を
含
む
参

加
型
の
管
理
委
員
会
会
議
で
決
定
さ
れ

る
が
、
利
害
関
係
に
よ
る
対
立
も
多
い
。

そ
の
中
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
海
洋
保
護
区
で
の
参
加
型

管
理
シ
ス
テ
ム
の
強
化
を
支
援
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
漁
業
に
関
す
る
情

エクアドル沖約1,000キロの太平洋上に位置し、特異な生態系を有する

ガラパゴス諸島。近年、環境問題が深刻化する中、JICAの協力のもと、

地域住民の参加による持続的な生態系保全の取り組みが進んでいる。

住民参加で、ガラパゴスの
生態系を守ろう

［エクアドル］
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